
函館博物館　企画展

能登川コレクション展
～考古学に魅せられて・能登川隆の生涯～

　「能登川コレクション」は、考古学に興味をもち、大
正期から昭和30年頃にかけて、独学で函館市内やその周
辺の遺跡調査、土器、石器などの収集を行い、まちの考
古学研究者として知られる存在であった故能登川隆氏が
収集した考古コレクションです。
　北海道および函館市の指定文化財などで構成され、学
術的にも貴重な資料群を収集したもので、考古資料のな
かでも基幹コレクションとして広く知られており、その
全容と背景を紹介します。
　また、能登川家が経営していた「まるみ精肉店」に関
わる資料も展示します。

期間　 6 月13日㈫～ 8 月27日㈰
時間　午前 9 時～午後 4 時半（観覧は午後 5 時まで）
会場　函館博物館
入館料　一般300円、高校・大学生200円、
　　　　小・中学生100円、幼児無料
※　市内在住・在学の小中学生は無料。その他無料・減免
　適用あり。
休館日　 7 月17日を除く月曜日、 7 月18日㈫
お問合せ　函館博物館　☎23-5480
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